







































































































































る。本研究で注目したのは，McMillan and Hwang （2002），Liu and Shrum （2002），Liu 
（2003），Wu （2006），Johnson, Bruner and Kumar （2006），Florenthal and Shoham （2010）
である。これらの研究における知覚相互作用性の定義とその次元，加えて，前提として想
定しているコミュニケーション状況をまとめたものが表１である。
Johnson, Bruner and Kumar （2006）や Florenthal and Shoham （2010）ではあらゆる
















































出典： Johnson, Bruner, and Kumar（2006）の記述をもとに筆者作成。ただし，Grönroos（2004）
において類似概念が示されており，作成に当たってはそれを参考にしている。初出は松本
（2011）。




































注：各次元の説明は，McMillan and Hwang （2002）の p.30と p.37の記述をまとめたものである。





























注：Liu and Shrum （2002）において相互作用性とその次元を理論的に整理，Liu （2003）において実証している。
注：知覚相互作用性の定義及び次元の説明のうち，丸括弧内は Liu （2003）による操作上の定義である。














































（the pace or rhythm of the interaction）
⒞アクセスしたコンテンツ





















（acting as if it were a person）
⒝サイト訪問者が望む振る舞い
（acting as if it wants to know the site 
visitor）
⒞サイト訪問者を理解した振る舞い










































































































































（8） 「情報開示」と「傾聴」は，Johnson, Bruner, and Kumer（2006）における「返報性（reciprocity）」の議論
をもとにしている。返報性とは，インターパーソナル・コミュニケーション研究における重要な概念であ
る「自己開示」に関連する概念である（榎本 1997など）。Johnson, Bruner, and Kumar （2006）はこの概念
を相互作用性の次元として組み入れたが，実証段階では棄却されている。したがって，この次元に関して



















Liu and Shrum（2002）; Liu（2003） ・アクティブコントロール
Wu（2006） ・知覚コントロール





Liu et al.（2002）; Liu（2003） ・シンクロニシティ
McMillan and Hwang（2002） ・遅延の無さ






McMillan and Hwang（2002） ・エンゲージング
Johnson, Brunar, and Kumar（2006） ・非言語的情報
Florenthal and Shoham（2010） ・アフォーダンス
【ウェブサイトに感じる人らしさ】





Johnson, Brunar, and Kumar（2006） ・応答性
Wu（2006） ・知覚応答性
Florenthal and Shoham（2010） ・カスタマイゼーション
情報開示 企業は消費者に対して十分な情報開示をしているか
Liu and Shrum（2002）; Liu（2003） ・双方向コミュニケーション
Johnson, Brunar, and Kumar（2006） ・返報性
傾聴 消費者の声に対する傾聴の姿勢が見られるか
Liu and Shrum（2002）; Liu（2003） ・双方向コミュニケーション
Johnson, Brunar, and Kumar（2006） ・返報性
【「人－機械－人」のコミュニケーション】






McMillan and Hwang（2002） ・リアルタイムの会話
Wu（2006） ・知覚パーソナライゼーション

















研究もある（Florenthal and Shoham 2010）。果たして，どの構造を想定するべきであろ
うか。本研究での見解をここで整理する。
（１）フォーマティブなモデルとリフレクティブなモデル






置づけられるのである。Johnson, Bruner, and Kumar （2006）では４つの低次概念を測定
する一方，知覚相互作用性自体をそれらの従属変数として直接測定している。その質問項
目は「このウェブサイトは相互作用的（interactive）である」を使用している。
本研究では，Johnson, Bruner, and Kumar （2006）の提案によるフォーマティブなモデ
ルは採用しない。第一に，低次概念を知覚相互作用性の構成次元（要素）として捉えた方
が，先行要因として捉えるよりも，単純で理解しやすいためである。第二に，知覚相互作


































出典：Johnson, Bruner, and Kumar （2006, p.43）



























































































Berlo, David K. （1960）, The Process of Communication: An Introduction to Theory and 





Florenthal, Bela and Aviv Shoham （2010）, “Four-mode Channel Interactivity Concept 
and Channel preferences,” Journal of Services Marketing, Vol.24, No.1, pp.29-41.
Grönroos, Christian （2004）, “The relationship marketing process: communication, 
interaction, dialogue, value,” The Journal of Business & Industrial Marketing, vol.19, 
No.2, pp.99-113.
Johnson, Grace J., Gordon C. Bruner II, and Anand Kumar （2006）, “Interactivity and Its 




Liu, Yuping and L. J. Shrum （2002）, “What is Interactivity and Is It Always Such a Good 
Thing? Implications of Definition, Person, and Situation for the Influence of Interactiv-
ity on Advertising Effectiveness,” Journal of Advertising, vol.31, No.4, pp.53-64.
Liu, Yuping （2003）, “Developing a Scale to Measure the Interactivity of Websites,” 






McMillan, Sally J. and Jang-Sun Hwang （2002）, “Measures of Perceived Interactivity: 
An Exploration of the Role of Direction, User Control, and Time in Shaping 
Perceptions of Interactivity,” Journal of Advertising, vol.31, No.3, pp.29-42.
Wu, Guohua （2006）, “Conceptualizing and Mesuring the Perceived Interactivity of 
─　 ─157
Websites,” Journal of Current Issues and Research in Advertising, vol.28, No.1, pp.87-
104.
158─　 ─
〔抄　録〕
インタラクティブ・コミュニケーションが主要なマーケティング・コミュニケーション
の手段として扱われている現実に対して，学術的議論は深まっていない。そこで，本研究
では，インタラクティブ・コミュニケーションの本質である相互作用を実践的に測定する
ことを目指して，この知覚相互作用性概念を扱う研究群を概観し，この概念の適用範囲は
どこまでなのか，問題点は何かについて検討する。また，以上の検討を踏まえて，知覚相
互作用性概念の多次元構造を整理し，そのモデルを提案する。結果として，知覚相互作用
性とは，限定された期間におけるコミュニケーション・エピソードを表す概念であり，実
践的にはその善し悪しを評価する尺度であることが明らかになった。測定尺度を開発する
に当たっては，インタラクティブ・コミュニケーションの具体的手段のひとつであるウェ
ブサイトに絞って検討を進めることが実践的であることを示した。最後に，１様式２分類
６次元で構成される，リフレクティブな高次因子構造を持つ知覚相互作用性概念の仮説モ
デルを提案した。
